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はじめに 

 
本市は、平成２４年度から令和３年度を計画期間とする「第五次鹿児島市総合計画」に基づいて、

都市像に掲げた「人・まち・みどり みんなで創る“豊かさ”実感都市・かごしま」の実現を目指し、

社会経済情勢の変化など、時代の潮流を見据えたまちづくりを進めております。 

今回、総合計画に掲げた基本構想及び後期基本計画に基づく施策・事業を、総合的かつ計画的に推

進するため、令和２年度から令和４年度までを計画期間とする第５期実施計画を策定いたしました。 

 現在、国においては、少子高齢化・人口減少問題の克服に向け、子育て支援、働き方や社会保障の

改革等を進めるとともに、活力ある地域社会の実現と歯止めのかからない東京圏への一極集中の是正

のため、第２期地方創生総合戦略を策定し、新たな時代の流れを力に、取組を加速させるとしていま

す。 

当実施計画は、これらの動きを踏まえる中で策定したものであり、計画期間中には、東京オリンピ

ック・パラリンピックが開催され、本市におきましても、４８年ぶりとなる「燃ゆる感動かごしま国

体・かごしま大会」を迎えることとなります。また、中心市街地では、大規模な再開発やプロジェク

トが概ね完了し、路面電車観光路線やサッカー等スタジアムの整備、磯新駅の設置が検討されるなど、

まちの装いが大きく生まれ変わり、機能が強化されていく、まさに“大交流新時代”の幕開けという

べき極めて重要な時期となります。 

このような千載一遇の好機を最大限に生かし、令和の新たな時代に、市勢の限りない発展と市民福

祉の向上を目指し、市民や事業者の皆様をはじめ、本市を愛し、思いを寄せてくださる多くの方々と

力を合わせて、この実施計画を積極的に実行し、真に“豊かさ”を実感できる都市の創造に全力で取

り組んでまいりますので、市議会をはじめ、市民の皆様の深いご理解とご協力、並びに国・県・関係

機関の一層のお力添えを賜りますよう心からお願い申し上げます。 

 

  令和２年５月 

 

                              鹿児島市長 森  博 幸 
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１ 実施計画の策定にあたって 

 

 （１）策定の位置づけ 

 

 この実施計画は、令和３年度を目標年度として策定した第五次鹿児島市総合計画基本構想及び

基本計画に基づき、令和２年度から令和４年度までの３年間に実施を予定している施策・事業を

総合的かつ計画的に推進することを目的に策定したものです。 

本計画に示した事業は、基本構想及び基本計画を効果的に推進するために必要な施策・事業で、

市民生活及びまちづくりにとって大きな影響を持つ政策的要素の強いもの等を対象にしました。 

また、本市が自ら行う事業のほか、国・県・民間等が行う事業でも、本市として、積極的に促

進を図る必要のある事業については計画の中に盛り込んでいます。 

 今後、進行状況を的確に把握し、また、社会的・経済的諸条件の変化等を踏まえながら毎年度

のローリングを行うとともに、令和３年度には次期計画の策定に取り組みます。 

 

（総合計画の構成と期間）  

  
基本構想 本市のまちづくりの最高理念であり、都市像及び基本目標を示すもの 

【期間】：10年間   （平成 24年度～令和３年度） 

基本計画 基本構想に基づく市政の基本的な計画であり、基本目標を踏まえた施策の 

基本的方向及び施策の体系を示すもの 

（基本目標別計画、豊かさ実感リーディングプロジェクト、地域別計画で構成） 

【期間】：前期５年間 （平成 24年度～平成 28年度） 

：後期５年間 （平成 29年度～令和３年度） 

実施計画 基本計画に基づく財源の裏付けを伴う市政の具体的な計画であり、施策を実現

するため実施する事業を示すもの 
【期間】：第１期～第５期（各３年間） 

※各期策定後２年で見直し、次期を策定 

基本構想（10年間）

前期基本計画
（５年間）

後期基本計画
（５年間）

第１期実施計画
（3年間）

第２期実施計画
（3年間）

第３期実施計画
（3年間）

第４期実施計画
（3年間）

平成24年度
（2012年度）

平成28年度
（2016年度）

平成29年度
（2017年度）

平成33年度
（2021年度）

第５期実施計画
（3年間）

基本構想基本構想

基本計画基本計画

実施計画実施計画

基本構想基本構想

基本計画基本計画

実施計画実施計画

令和3年度
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 （２）総合計画における都市像 

 

 ◇ 総合計画期間内で目指す、将来のまちの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

少子高齢化が進行し、人口減少局面へ移行する中において、本市がその特性を最大限に生かしながら、

将来に向けて持続可能な発展を遂げていくためには、今後のまちづくりにおいて、量的拡大志向から 

質的充実志向への転換を、一層本格的なものとしていかなくてはなりません。 

私たちは、そのことを基本とし、市民一人ひとりの鹿児島に寄せる愛情と未来へかける熱い想いや行

動力を結集し、南九州の中核都市にふさわしい多様な都市機能の集積と、桜島や錦江湾などの自然が共

存する、真に豊かさを実感できるまちを創造するため、次の都市像を掲げます。 

 

 

私たちの目指すまちでは、水と緑が輝く多彩な自然と、快適で機能性の高い都市環境が調和しており、

地域固有の魅力が多くの人々を惹きつけ、まちににぎわいと活力を生み出しています。 

私たち市民は、人と人がつながる温もりに満ちた地域社会において、生きる喜びを感じながら健やか

な生活を営んでいます。そこでは、先人達が築いた歴史や文化への愛着と誇りが醸成され、次代を担う

人材が育まれています。 

そして、まち全体には、市民みんなで自分たちのまちを創り、未来へ引き継いでいこうという想いが

あふれています。 
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 （３）総合計画の体系 
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 （４）期間中の基本目標別事業費 
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 （４）期間内の基本目標別事業費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区       分 事 業 費                      

  

１  市民と行政が拓く 協働と連携のまち   

 【信頼・協働政策】 

 ２  水と緑が輝く 人と地球にやさしいまち  

 【うるおい環境政策】 

 ３  人が行き交う 魅力とにぎわいあふれるまち

 【にぎわい交流政策】 

 ４  健やかに暮らせる 安全で安心なまち   

 【すこやか安心政策】 

 ５  学ぶよろこびが広がる 誇りあるまち   

 【まなび文化政策】 

 ６  市民生活を支える 機能性の高い快適なまち

 【まち基盤政策】 

 

 

   ６０億６２百万円

     

３０１億９２百万円

    

１９７億８９百万円

    

２，２１２億０１百万円

 

３０５億８２百万円

 

  ７５６億１６百万円

 

      合      計 ３，８３４億４２百万円

 


